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〇特集：令和７年度予算執行状況について〇特集：令和７年度予算執行状況について
〇特集：南丹市文化観光大使を紹介します！〇特集：南丹市文化観光大使を紹介します！
〇みんなのひろば〇みんなのひろば
・京都丹波デュアスロンin南丹特別大会・京都丹波デュアスロンin南丹特別大会
・内藤ジョアン没後４００年追悼公演　ほか・内藤ジョアン没後４００年追悼公演　ほか

午前99時〜午後44時3300分 ☎電話受付も同様です

役市 所開 時庁 間のお知らせ 対象施設
◦市役所本庁
　�※市民課窓口延長日（第2・第4水曜日：本庁
のみ）は変更ありません（午後7時まで）。

◦各支所
◦美山町各地域振興会行政窓口
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令
和
７
年
度 

予
算
執
行
状
況

　市民の皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような
状況にあるのかを知っていただくために年２回財政状況を公表して
います。
　今回は、令和７年度予算の下半期の執行状況（令和８年３月３１
日現在）をお知らせいたします。
※繰越予算額を含みます。
※表示単位未満は四捨五入しています。

一般会計〈歳入〉
予算額　　 304億2,743万円
収入済額　 217億8,112万円
収入率　　 71.6％

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

農林水産業費

消防費

商工費

その他

支出済額
予 算 額

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

商工観光業の振興にかかる費用です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

57億8,659万円

43億5,841万円
23億794万円

29億1,200万円
29億1,184万円

29億944万円
16億6,139万円

26億5,478万円
18億7,510万円

16億8,894万円
10億1,210万円

11億2,176万円
9億6,671万円

4億8,086万円
2億7,239万円

4億5,490万円
2億2,240万円

74億8,469万円

46億2,790万円
63億6,165万円

地方交付税

市債

市税

国庫支出金

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

52億4,650万円
3億1,740万円

41億1,976万円
28億4,901万円

8億8,283万円
20億5,905万円

10億5,547万円
1億5,343万円

42億7,189万円
41億1,368万円

3億4,690万円
3億3,992万円

34億6,844万円
30億8,676万円

収入済額
予 算 額

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

100億3,809万円
98億5,942万円

人口：28,911人　世帯：14,269世帯　※令和８年３月31日現在

市民1人あたりに
使われる市のお金

105万円
※歳出予算額÷人口

市民1人あたりが
負担する税金（市税）

15万円
※市税予算額÷人口

1世帯あたりに
使われる市のお金

213万円
※歳出予算額÷世帯数

1世帯あたりが
負担する税金（市税）

30万円
※市税予算額÷世帯数
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名称 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険事業
事業勘定 33億9,575万円 31億3,360万円 92.3％ 30億4,820万円 89.8％

直診勘定 3億1,780万円 9,082万円 28.6％ 2億3,345万円 73.5％

介 護 保 険 事 業 44億5,295万円 36億5,686万円 82.1％ 37億7,283万円 84.7％

土 地 取 得 事 業 1億3,097万円 97万円 0.7％ 97万円 0.7％

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 6億7,404万円 6億2,770万円 93.1％ 5億2,746万円 78.3％

名称 区分 収入予算額 収入済額 収入率 支出予算額 支出済額 執行率

水道事業
収益的 10億141万円 10億147万円 100.0% 10億2,549万円 9億8,022万円 95.6%

資本的 3億9,746万円 3億2,277万円 81.2% 7億9,462万円 6億5,806万円 82.8%

下水道事業
収益的 24億2,862万円 23億8,762万円 98.3% 23億1,501万円 22億6,483万円 97.8%

資本的 11億3,457万円 11億3,266万円 99.8% 19億2,097万円 18億9,727万円 98.8%

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

農林水産業費

消防費

商工費

その他

支出済額
予 算 額

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

商工観光業の振興にかかる費用です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

57億8,659万円

43億5,841万円
23億794万円

29億1,200万円
29億1,184万円

29億944万円
16億6,139万円

26億5,478万円
18億7,510万円

16億8,894万円
10億1,210万円

11億2,176万円
9億6,671万円

4億8,086万円
2億7,239万円

4億5,490万円
2億2,240万円

74億8,469万円

46億2,790万円
63億6,165万円

地方交付税

市債

市税

国庫支出金

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

52億4,650万円
3億1,740万円

41億1,976万円
28億4,901万円

8億8,283万円
20億5,905万円

10億5,547万円
1億5,343万円

42億7,189万円
41億1,368万円

3億4,690万円
3億3,992万円

34億6,844万円
30億8,676万円

収入済額
予 算 額

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

100億3,809万円
98億5,942万円

一般会計〈歳出〉
予算額　　 304億2,743万円
支出済額　 216億4,436万円
支出率　　 71.1％

特別会計

公営企業会計
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南丹市南丹市
      文化観光大使　文化観光大使　を紹介します！を紹介します！

ラジオパーソナリティ

川原　ちかよ　さん

京都市出身。
関西を代表するラジオDJとして、京都・大阪・神戸を中
心に活躍。
α-STATION、FM大阪、Kiss FM KOBEなど各局で番組
を担当し、軽快なトークと明るい“ハイトーンボイス”で
親しまれている。
現 在 は「Saturday Junction」「MUSIC MATCH」「ANO 
THER VIEW OF KYOTO」などに出演し、音楽や京都の
魅力を発信。

「テレビのツボ」をきっかけに注目を集め、「OBCブンブ
ンリクエスト」「ぴよぴよラジオ」「ひよこで踊るラジオ」な
ど数々の人気番組で活躍。
アーティストへのインタビューや選曲にも定評があり、
長年にわたり関西FMシーンを彩り続けている。

　南丹市観光大使に新たに就任しました、FM京都 α-station DJ川原ちかよです。
　私は南丹市の方々との出会い、繋がり、ご縁で、何度も南丹市を訪れる機会を頂きました。
　プライベートでもですが、園部城まつり、南丹市花火大会などの司会でも参加させてもらう中
で、南丹市の魅力にたくさん触れていきました。
　南丹市はなんといっても食の宝庫！お米、お野菜、、、春の筍や山菜、夏の鮎、秋は丹波栗や松
茸！冬は、ボタン鍋、、、と四季折々、旬の美味しいものがたくさんあります！その土地で採れたも
のを旬に頂くことほど、贅沢なことはありません。
　自然豊かな南丹で、美味しいものを頂くことは、なによりもの癒し。心も身体も生き返ります。
　そして、人々の温かさ。人との出会い、繋がりで、この南丹市との縁が生まれたのですが、地域
の皆さんは温かい人ばかり。子どもたちもものすごく明るく、いつも元気に声をかけてきてくれま
す。
　観光大使として、食の魅力、自然豊かな地域の魅力を伝えることはもちろんですが、そんな子ど
もたちと一緒に、南丹市を盛り上げる、南丹市のパワーを、多くの皆さんに伝えられたらなぁと
思っています。
　南丹市の皆さんの中に入って、皆さんと一緒に楽しみながら、その楽しさを発信していきたいと
思っています。
　皆さん、どうぞよろしくお願いします！
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南丹市南丹市
      文化観光大使　文化観光大使　を紹介します！を紹介します！

鮎釣りトーナメンター

谷口　舞　さん

京都市出身
2023年　第35回JFTコムテックカップ全日本アユトー
ナメント出場
2024年　有限会社ヤマワ産業 TACKLE in JAPANと
フィールドテスター契約
2025年　京都女子大学 法学部　卒業
関西テレビ よ～いドン！ となりの人間国宝さんに出演し
認定
第49回 G杯争奪全日本アユ釣り選手権 全国大会 出場（女
性初）
GFG杯争奪全国釣り選手権 レディース代表として出場
2026年　株式会社サンラインとフィールドスタッフ契約

　このたび南丹市の文化観光大使に就任させていただくこととなり、大変光栄に思っております。
　私は鮎釣りを通して、南丹市の川の素晴らしさや自然の豊かさ、人の温かさに触れてまいりまし
た。川に立つたびに、水の美しさや四季の移ろい、地域に受け継がれてきた文化の深さを感じてお
ります。
　鮎釣りは単なる趣味や遊びではなく、自然と向き合い、地域の魅力を体感できる日本の大切な文
化だと思っております。だからこそ、南丹市の素晴らしい環境や鮎文化を、もっと多くの方に知っ
ていただけるよう発信していきたいと考えております。
　これからは文化観光大使として、鮎釣りの魅力はもちろん、川や自然、食、人とのつながりな
ど、南丹市ならではの魅力を全国へ伝えてまいります。そして、訪れてくださった方に「また来た
い」と思っていただけるよう、地域の皆さまと共に盛り上げていければと思っております。

　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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南
丹
市
で
は
、
歴
史
や
文
化
、
観
光
を
は

じ
め
と
し
た
多
面
的
な
魅
力
を
国
内
外
へ
広

く
発
信
し
、
市
の
認
知
度
向
上
や
交
流
人
口

の
拡
大
、
定
住
促
進
、
産
業
振
興
な
ど
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、「
南
丹
市
文
化
観
光

大
使
」を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
た
に
川
原
ち
か
よ
さ
ん
、
谷

口
舞
さ
ん
の
2
名
が
文
化
観
光
大
使
に
就
任

し
、
総
勢
13
名
と
な
り
ま
し
た
。
幅
広
い
分

野
で
活
躍
す
る
大
使
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な

が
ら
、
南
丹
市
の
魅
力
発
信
と
地
域
活
性
化

に
向
け
た
取
組
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

学校法人 二本松学院 理事長

新谷　秀一　さん
ピアニスト　かやぶき音楽堂主宰

カズコ・ザイラー　さん

株式会社サンミュージックプロダクション
　代表取締役社長

相澤　正久　さん
バンド Yogee New Waves　ギタリスト

竹村　郁哉　さん

明治国際医療大学　鍼灸学部長・教授

伊藤　和憲　さん
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タレント　モデル

道端　カレン　さん
著述業、元駐ウクライナ大使、南丹市名誉市民

馬渕　睦夫　さん

かやぶき屋根職人　美山茅葺（株）代表取締役

中野　誠　さん
漫画家

内藤マーシー　さん

プロ野球選手
東北楽天ゴールデンイーグルス所属

田中　貴也　さん
演歌歌手　日本コロムビア所属

多岐川　舞子　さん
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暑
さ
指
数（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）と
は
？

　
体
と
外
気
と
の
熱
の
や
り
と
り（
熱
収

支
）に
与
え
る
影
響
の
大
き
い「
気
温
」

「
湿
度
」「
日
射
・
放
射
」「
風
」の
要
素
を

も
と
に
算
出
さ
れ
た
指
標
で
、
熱
中
症

リ
ス
ク
を
判
断
す
る
数
値
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。　

熱
中
症
ゼ
ロ
で
夏
を
乗
り
切
ろ
う
！

　

年
々
暑
さ
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

令
和
８
年
４
月
17
日
、
最
高
気
温

40
℃
以
上
の
日
の
名
称
に
つ
い
て
、
気

象
庁
が『
酷
暑
日
』と
決
定
し
ま
し
た
。

　
『
熱
中
症
』は
重
症
に
な
る
と
命
を
奪

う
危
険
な
状
態
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

熱
中
症
の
原
因
・
起
こ
り
や
す
い
条
件

　

熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
条
件
に
は
、

気
温
等
の
環
境
要
因
の
他
、
乳
幼
児
や

高
齢
者
等
個
人
の
身
体
の
条
件
、
屋
外

作
業
等
行
動
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
気
象
学
会
で
は
、
日
常
生
活
に

関
す
る
指
針
を
左
記
の
と
お
り
示
し
て

い
ま
す
。
暑
さ
指
数（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）が

28
℃
以
上
に
な
る
と
、
熱
中
症
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。

・気温や湿度が高い
・風が弱い
・日差しが強い
・閉め切った室内
・エアコンが無い
　（使用していない）
・急に暑くなった日
・熱波の襲来

環境要因

・�高齢者、乳幼児、肥満
・体に障がいのある方
・持病のある方
　（糖尿病・心臓病等）
・低栄養状態
・脱水状態（下痢、発熱等）
・体調不良
　（寝不足・二日酔い等）

個人要因

・激しい運動
・慣れない運動
・長時間の屋外作業
・�水分補給がしにく
い

等

作業要因

搬送された人数は
１４８人。
多くの方が住居で
熱中症になってい
ます。
環境次第では屋内
でも危険な状況に
陥ります！

日射・放射：太陽からの
強い日射や道路建物からの
放射で多くの熱をもらう。

湿度：湿度が高いと蒸発が
進まず放熱が小さくなる。

風：風が吹くと体からの放
熱や汗の蒸発が促される。

気温：気温と体温の差が小
さいと、放熱が小さくなる。
体温よりも気温が高いと体
は空気より熱をもらう。放熱
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問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
家
庭
課 

sui（
母
子
保
健
係
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
２
８

健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

乳
幼
児
の
熱
中
症
対
策

高
齢
者
の
熱
中
症
対
策

の
熱
を
受
け
や
す
い
で
す
。
こ
ど
も
の

高
さ
の
気
温
や
湿
度
を
気
に
し
ま
し
ょ

う
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
い
る
こ
ど
も
は
、

3
〜
4
℃
高
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
．�

暑
い
環
境
に
置
き
去
り
に
は
絶
対

し
な
い

　
「
寝
て
い
る
か
ら
」「
ち
ょ
っ
と
の
時
間

だ
か
ら
」は
厳
禁
で
す
。
特
に
、
車
内
に

置
い
た
ま
ま
離
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。
エ
ア
コ
ン
停
止
か
ら
15

分
で
熱
中
症
指
数『
危
険
』に
達
し
ま
す
。

5
．
室
内
あ
そ
び
も
油
断
大
敵

　

日
差
し
が
な
い
屋
内
は
大
丈
夫
と
油

断
し
が
ち
で
す
が
、
屋
外
と
同
様
、
気

温
や
湿
度
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

6
．
周
り
の
大
人
が
気
に
か
け
よ
う

　
汗
の
状
態
や
体
温
、
顔
色
や
泣
き
方
、

活
気
な
ど
、
こ
ど
も
の
様
子
を
十
分
に

観
察
し
ま
し
ょ
う
。

7
．
遊
び
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ
な
い

　

遊
び
に
夢
中
に
な
る
と
、
の
ど
の
渇

き
や
気
分
の
悪
さ
な
ど
、
熱
中
症
の
サ

イ
ン
に
気
付
く
の
が
遅
れ
ま
す
。
大
人

が
見
守
り
、
休
憩
や
水
分
補
給
を
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

４
．
お
風
呂
や
寝
る
と
き
も
注
意
を

　
入
浴
時
や
睡
眠
中
も
体
の
水
分
は
失
わ

れ
ま
す
。
入
浴
前
後
に
十
分
な
水
分
補
給

を
し
ま
し
ょ
う
。
寝
る
時
に
は
枕
元
に
飲

料
を
置
い
て
お
く
の
も
お
勧
め
で
す
。

５
．�

お
出
か
け
は
体
に
十
分
な
配
慮
を

し
よ
う

　

服
装
を
工
夫
す
る
他
、
水
分
や
休
憩

を
こ
ま
め
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
無
理
は

禁
物
で
す
。

６
．
周
り
の
人
が
気
に
か
け
よ
う

　

自
分
で
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
に
気
付

き
に
く
い
う
え
、
体
調
の
変
化
も
我
慢

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
り

の
人
が
体
調
を
気
に
か
け
、
予
防
対
策

を
促
し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
予
防
の
第
一
歩
は
、『
し
っ
か

り
栄
養
』『
た
っ
ぷ
り
睡
眠
』で
す
。
そ
の

上
で
、
熱
中
症
対
策
を
講
じ
て
、
酷
暑

の
夏
を
元
気
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
ど
も
は
汗
を
か
く
能
力
が
未
発
達

の
た
め
、
皮
膚
の
血
流
量
を
増
や
し
て
、

体
の
表
面
か
ら
周
囲
に
熱
を
逃
が
す
こ

と
で
体
温
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
周
囲
の
環
境
の
影
響
を
受
け
や

す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

周
り
の
大
人
が
十
分
注
意
し
て
、
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

1
．
水
分
を
多
め
に
と
ろ
う

　

新
陳
代
謝
が
活
発
な
た
め
、
汗
や
尿

と
し
て
体
か
ら
出
て
い
く
水
分
が
多
く
、

脱
水
を
お
こ
し
や
す
い
の
で
、
水
分
を

多
く
含
む
食
事
や
、
定
期
的
な
水
分
補

給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

2
．
熱
や
日
差
し
か
ら
守
ろ
う

　

放
熱
や
発
汗
に
よ
る
体
温
調
整
が
う

ま
く
で
き
ま
せ
ん
。
熱
の
こ
も
ら
な
い

素
材
や
薄
い
色
の
衣
服
を
選
ん
だ
り
、

日
光
を
遮
る
帽
子
な
ど
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

3
．
地
面
の
熱
に
気
を
つ
け
よ
う

　

背
が
低
い
こ
と
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
利

用
等
で
、
大
人
よ
り
も
地
面
に
近
い
環

境
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
地
表
か
ら

　

高
齢
者
は
温
度
に
対
す
る
感
覚
が
弱

く
な
る
た
め
、
室
内
で
も
熱
中
症
に
か

か
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
熱
中
症
で
命
を
落
と
す
方
の
約
８

割
は
高
齢
者
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
先
ず

一
杯
の
水
』で
脱
水
の
予
防
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

１
．
気
温
や
湿
度
を
測
っ
て
知
ろ
う

　
体
温
調
整
機
能
が
落
ち
て
く
る
た
め
、

暑
さ
を
自
覚
し
に
く
く
、
熱
を
逃
す
体

の
反
応
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
気
温
や
湿

度
を
把
握
し
、
今
い
る
環
境
の
危
険
度

を
知
り
ま
し
ょ
う
。

２
．
水
分
を
計
画
的
に
と
ろ
う

　
体
内
水
分
量
の
減
少
に
よ
り
、
脱
水
状

態
に
な
り
や
す
く
、
さ
ら
に
の
ど
の
渇
き

に
気
が
付
き
に
く
い
で
す
。
の
ど
が
渇
く

前
に
、
定
期
的
な
水
分
補
給
を
！

３
．
室
内
を
涼
し
く
し
よ
う

　

室
内
で
も
、
高
温
多
湿
・
無
風
の
環

境
は
熱
中
症
の
危
険
度
が
高
ま
り
ま
す
。

冷
房
・
除
湿
機
・
扇
風
機
等
を
利
用
し
、

涼
し
く
風
通
し
の
良
い
環
境
に
し
ま
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▲白熱するレースの様子

　４月16日から18日にかけて開催された
「2026セントラルジャパンホルスタインショ
ウ」において、京都府立農芸高等学校がリ
ザーブ グランド・チャンピオン（総合準優勝）
を受賞しました。
　また、農業高校・農業大学校部門では「学
校・グランドチャンピオン」にも輝き、学校
全体の高い飼養管理技術やチームワークが高
く評価されました。
　生徒たちは日頃から牛の健康管理やブラッ
シングを丁寧に行い、美しい立ち姿や歩き方
の練習にも励むなど、愛情を込めて準備を重
ね、大会本番でその成果を発揮しました。

　4月29日、「ハピろー！の森 京都」におい
て、体験型イベント「新緑祭」が開催され、
多くの家族連れなどで賑わいました。
　当日は、ツリークライミングやカブトム
シ幼虫さがし体験、乗馬体験をはじめ、森
の木工体験や草木染体験、観察の森散策と
クイズラリーなど、森林に親しみながら学
べる多彩なプログラムが実施されました。
　参加者は、豊かな自然の中でさまざまな
体験を楽しみ、森の魅力を身近に感じてい
ました。

新
緑
の
森
で
自
然
体
験

新
緑
祭

▲夢中で幼虫を探す参加者

　京都丹波の豊かな自然を舞台に
した「京都丹波デュアスロンin南
丹特別大会」が、5月24日に南丹
市・大堰川緑地公園周辺で開催さ
れました。
　来年開催予定のワールドマス
ターズゲームズ2027関西のプレ
大会として開催された本大会は、
天候にも恵まれ、多くの選手が爽
やかな風を感じながら競技に挑み
ました。川沿いを駆け抜ける爽快
なランコースや、田園風景が広が
るバイクコースでは、参加選手が
景観を楽しみながら競技に臨み、
沿道からは温かい声援が送られま
した。
　出場した選手たちは日頃の練習
成果を存分に発揮し、最後まで力
強い走りを見せながら熱戦を繰り
広げました。

初
夏
の
南
丹
を
駆
け
抜
け
る

京
都
丹
波
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
㏌ 

南
丹
特
別
大
会

▲一斉にスタートする選手たち

▲出品牛と生徒及びOBの皆さん

２
０
２
６
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ 

リ
ザ
ー
ブ 
グ
ラ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン　
受
賞

愛
情
育
成 

実
を
結
ぶ
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▲熱演する出演者たち

　5月24日、南丹市八木市民センターで「内
藤ジョアン没後400年追悼公演　歌芝居　
甦れ！内藤ジョアン」が開催されました。
　本事業は、八木城ゆかりのキリシタン武
将・内藤ジョアンの足跡を後世へ伝えると
ともに、八木城跡の魅力を地域の観光資源
として広く発信することを目的に実施され
たものです。
　当日は、内藤ジョアンや八木城に関する
トークセッションが行われた後、「歌芝居　
甦れ！内藤ジョアン」が上演され、来場者は
歴史や文化に触れながら、地域ゆかりの人
物への理解を深めていました。

日
吉
ダ
ム
貯
蔵
酒
「
日
吉
晴
」
蔵
出
し
お
披
露
目
会

日
吉
ダ
ム
で
熟
成
し
た
一
杯

歌
芝
居
で
歴
史
を
伝
承

内
藤
ジ
ョ
ア
ン
没
後
４
０
０
年
追
悼
公
演　
歌
芝
居　
甦
れ
！
内
藤
ジ
ョ
ア
ン

▲機器を使い測量を体験する児童

　5月26日、南丹市立園部第二小学校 
で、6年生を対象とした「測量体験学習」
が行われました。
　この取り組みは、6月3日の「測量の日」
に合わせ、一般社団法人京都府測量設計
業協会が実施したもので、子どもたちに
測量の役割や重要性について楽しく学ん
でもらうことを目的に開催されました。
　当日は、測量や地図について学んだ
後、グラウンドで実際に測量機器を使っ
たさまざまな体験を実施。児童たちは測
量機器に興味津々の様子で、機器に触れ
ながら、暮らしを支える測量の仕事につ
いて理解を深めていました。

　5月18日、日吉ダムで熟成された日
本酒「日吉晴」の蔵出しお披露目会が開
催されました。
　本事業は、年間を通じて気温が安定
している日吉ダム堤体内を活用し、市
内酒造事業者の商品を熟成させること
で、新たな地域ブランドの創出を目指
す取り組みです。今回は大石酒造株式
会社と連携し、約10か月熟成させた
日本酒を披露しました。
　地域資源を活かした南丹市ならでは
の商品として、地域活性化や交流人口
の拡大への期待が高まっています。

▲田植えを体験する参加者

　5月24日、南丹市園部町仁江で、宝
酒造株式会社による体験型授業「田ん
ぼの学校2026」が開催されました。
　この取り組みは、お米づくりや自然
観察を通じて、生物多様性や自然の恵
みの大切さを親子で学ぶことを目的に
実施されたものです。
　当日は、小学3年生から6年生まで
の子どもたちとその家族が参加し、田
植え体験に加え、田んぼ周辺の昆虫や
植物の観察など、里山ならではの自然
体験を楽しみました。
　参加者は、南丹市の豊かな自然に触
れながら、食や環境について理解を深
めました。

親
子
で
学
ぶ
田
ん
ぼ
体
験

田
ん
ぼ
の
学
校
２
０
２
６

暮
ら
し
支
え
る
測
量
学
ぶ

園
部
第
二
小
学
校　
測
量
体
験
学
習

▲蔵出しされた「日吉晴」を披露
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イ
ベ
ン
ト
で
出
品
す
る
商
品
開
発
の
お

手
伝
い
な
ど
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
南
丹
市
の
食
の
分
野
や
移
住
定
住

に
関
し
て
、
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
お
知
ら
せ
で
す
が
、
８
月
１

日（
土
）午
後
1
時
30
分
か
ら
南
丹
市
日

吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で「
南
丹
市
の
地

域
振
興
の
取
組
と
こ
れ
か
ら
を
語
る
」を

開
催
し
ま
す
。
協
力
隊
の
活
動
報
告
や

地
域
の
活
性
化
の
取
組
報
告
、
座
談
会

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
南
丹
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
舩
本
で
す
。
昨
年
９

月
に
協
力
隊
に
就
任
し
、
も
う
す
ぐ
移

住
し
て
１
年
が
経
ち
、
こ
ち
ら
で
の
生

活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
実
際
住
ん

で
み
る
と
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
南
丹

市
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
感
じ
て
い
ま
す
。

特
に
豊
か
な
自
然
環
境
と
、
農
家
さ
ん

や
生
産
者
さ
ん
達
の
も
の
づ
く
り
に
対

す
る
こ
だ
わ
り
と
情
熱
は
素
晴
ら
し
い

な
と
日
々
感
心
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
主
に
料
理
人
と
し
て
の
経
験
を

生
か
し
た「
食
」に
関
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
先
日
は
元
協
力
隊
の
永
尾

さ
ん
が
営
む
美
山
町
の
み
や
ま
堂
で
イ

ベ
ン
ト
を
共
同
開
催
し
、
南
丹
市
の
食

材
を
使
用
し
た
料
理
教
室
や
オ
リ
ジ
ナ

ル
ド
リ
ン
ク
の
提
供
な
ど
を
担
当
し
ま

し
た
。
市
内
外
の
多
く
の
方
に
南
丹
市

の
食
の
魅
力
と
私
の
活
動
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
良
い
機
会
と
な
り
、
大
変
有

意
義
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
南
丹
市
内
で
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
く
予
定
で
、
具
体
的
な

内
容
は
協
力
隊
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
商

品
レ
シ
ピ
を
提
供
し
た
り
、
道
の
駅
や

−45−

に
特
別
措
置
を
講
じ
る
こ
と
）

④�

教
育
・
文
化
・
広
報
に
よ
る
偏
見
の

打
破

⑤�

異
な
る
集
団
間
の
交
流
の
促
進（
隔
離

政
策
や
同
化
政
策
へ
の
反
省
に
基
づ

き
多
様
性
を
認
め
合
う
交
流
を
促
進

す
る
こ
と
）

⑥�

差
別
的
な
法
律
・
制
度
の
改
廃（
差
別

を
助
長
・
固
定
化
さ
せ
て
い
る
法
律
・

慣
習
を
見
直
す
こ
と
）

〇
状
況
の
変
化

　
こ
の
条
約
を
用
い
て「
人
種
差
別
撤
廃

条
約
の
人
種
差
別
に
該
当
す
る
」と
し
て

賠
償
金
が
認
め
ら
れ
た
判
決
と
し
て
は

次
の
例
が
あ
り
ま
す
。「
公
衆
浴
場
へ
の

外
国
人
の
入
店
・
入
場
拒
否
事
例
を
扱
っ

た
２
０
０
２
年
の
札
幌
地
裁
判
決
」「『
在

日
特
権
を
許
さ
な
い
市
民
の
会
』が
京
都

朝
鮮
第
一
初
級
学
校
で
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
行
っ
た
事
例
を
扱
っ
た
２
０
１
３
年

の
京
都
地
裁
判
決
」で
す
。

　

こ
の
条
約
に
加
入
・
発
効
後
、
私
人

間
の
差
別
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
規
制

に
お
い
て
も
、
差
別
禁
止
規
範
や
そ
れ

に
関
連
す
る
価
値
・
利
益
の
比
重
が
増

加
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

�
 （

人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い
〇
条
約
発
効
30
年

　

今
年
は
人
種
差
別
撤
廃
条
約
が
日
本

で
発
効
し
て
か
ら
30
年
の
節
目
の
年
で

す
。
発
効
後
、
日
本
社
会
に
お
け
る
人

権
意
識
と
法
整
備
に
は
一
定
の
前
進
が

見
ら
れ
ま
し
た
。「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
法
」「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」「
ア
イ

ヌ
施
策
推
進
法
」な
ど
は
そ
の
例
で
す
。

〇
６
つ
の
基
本
方
策

　

こ
の
条
約
の
規
定
に
は
、
差
別
を
実

効
的
に
撤
廃
す
る
た
め
に
締
約
国
が
講

ず
べ
き
以
下
の
６
つ
の
基
本
方
策
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
人
種
差
別
の
禁
止

②
人
種
差
別
の
被
害
者
救
済

③�

特
別
措
置
の
実
施（
歴
史
的
・
構
造
的

な
理
由
で
不
利
な
状
況
に
あ
る
集
団

人
種
差
別
撤
廃
条
約
発
効
と

状
況
の
変
化

問
い
合
わ
せ
先
：
舩
本
隊
員

℡
０
８
０
│
４
７
６
７
│
４
３
１
７

―第79回――第79回―



13 広報なんたん６月号

上下水道事業のあらまし Vol.6

問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
部
経
営
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
0
0
6
4

料
金
改
定
と
激
変
緩
和
措
置

　

昨
年
12
月
議
会
で
料
金
改
定
に
か
か

る
条
例
改
正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
の
委
員
の
み
な
さ
ま
や
議
会

か
ら「
丁
寧
な
広
報
を
す
る
よ
う
に
」と

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

1
月
か
ら
の
半
年
間
、「
南
丹
市
の
上
下

水
道
事
業
の
あ
ら
ま
し
」を
連
載
し
ま
し

た
。

　

前
回
も
少
し
触
れ
た
と
お
り
、
今
年

7
月
請
求
分
か
ら
新
し
い
料
金
体
系
で

請
求
し
ま
す
が
、
段
階
的
に
改
定
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
回
で
は
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◇
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料

　

水
道
料
金
は
、
7
月
請
求
分
か
ら
10

月
請
求
分
ま
で
の
4
か
月
間
、「
国
の
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」を
活
用
し
、
基
本
料
金
見
合

い
１
，
８
０
０
円
+
税
を
減
免
し
ま
す
。

（
公
共
施
設
等
は
除
く
）

　

下
水
道
使
用
料
は
、
7
月
請
求
分
か

ら
来
年
6
月
請
求
分
ま
で
、
基
本
料
金

3
5
0
円
+
税
の
増
額
改
定
と
し
、
従

量
料
金（
使
用
量
に
対
す
る
料
金
）の
単

価
は
従
来
の
ま
ま
据
え
置
き
ま
す
。

　

水
道
料
金
は
減
免
措
置
を
講
じ
、
下

水
道
使
用
料
は
激
変
緩
和
措
置
を
設
け
、

と
も
に
急
激
な
使
用
者
負
担
が
生
じ
な

い
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

　減免措置や激変緩和措置によって、どのくらいの負担減や負担増になるの
か、もう少し詳しく教えてもらえますか？

　減免措置や激変緩和措置により、最小限の増額で済むことになったのです
ね。
　上下水道事業の経営が大変だとは理解できますが、最近の物価高騰で家計
の負担は増えるばかりなので、増額の幅が少しずつになるのは助かります。

　今回で連載は終了とな
ります。半年間、お付き
合いいただき、ありがと
うございました。

　水道料金は、（1,800円/月+税）の4か月で、合計7,920円の減免になります。
　12か月で割り戻すと月額660円の減免になりますので、今回の料金改定による基
本料金の増額分以上が1年間減額されることになります。（従量料金は増額改定しま
す。）
　下水道使用料は、基本料金を（1,000円/月+税）から（1,350円/月+税）に増額しま
すので、1年間は月額380円（税込）の増額になります。（従量料金は改定しません。）

　ご理解いただき、ありがとうございます。これからも安全で安心な水の供給と汚
水の排除ができるよう、引き続きご協力をお願いします。
　また、今後も使用者のみなさまにご理解いただきやすい広報をしていきます。

もちろんです。ご不明な点はお問い合わせください。

ありがとうございます。
最後に、もう一度、新しい料金表を掲載してもらえるとうれしいです。
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歯
の
検
診
の
お
知
ら
せ

〈
後
期
高
齢
者
歯
科
検
診
の
お
知

ら
せ
〉

●
期
間

令
和
８
年
７
月
～
12
月

※
12
月
の
最
終
診
療
日
は
、
直
接

医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象

年
度
当
初
75
歳
の
方

（
昭
和
25
年
4
月
1
日
～
昭
和
26

年
3
月
31
日
生
ま
れ
）

※
対
象
の
方
に
は
、
個
別
に
受
診

票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
場
所

南
丹
市
内
の
医
療
機
関

●
検
診
内
容

む
し
歯
の
有
無
・
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

の
測
定
、
嚥
下
テ
ス
ト
な
ど

●
検
診
費
用　
無
料

※
治
療
が
必
要
な
場
合
、
治
療
分

は
保
険
診
療
と
な
り
ま
す
。

〈
歯
周
病
検
診
の
お
知
ら
せ
〉

●
期
間　
令
和
８
年
７
月
～
12
月

※
12
月
の
最
終
診
療
日
は
、
直
接

医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象

30
・
35
・
40
・
45
・
50
・
55
・

60
・
65
・
70
歳
の
方

（
基
準
日
：
令
和
９
年
３
月
31
日

時
点
）

※
対
象
の
方
に
は
、
個
別
に
受
診

票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

た
め
池
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て

　
た
め
池
は
、
日
ご
ろ
か
ら
堤
体

の
草
刈
り
な
ど
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
豪
雨
や

長
雨
に
備
え
、
次
の
点
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

・�

洪
水
吐（
こ
う
ず
い
ば
き
）は
、

た
め
池
の
規
定
水
位
を
保
つ
た

め
の
重
要
な
施
設
で
す
。
土
の

う
や
角
落
し
な
ど
で
せ
き
上
げ

し
て
貯
水
量
を
増
や
す
こ
と

は
、
た
め
池
の
決
壊
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

・�

洪
水
吐
に
流
木
な
ど
の
浮
遊
物

が
あ
る
場
合
、
流
れ
を
阻
害
し

ま
す
の
で
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

・�
天
気
予
報
に
注
意
し
、
降
雨
に

備
え
、
事
前
に
池
の
水
位
を
下

げ
ま
し
ょ
う
。（
増
水
時
に
水
位

を
下
げ
る
た
め
、
た
め
池
に
近

づ
く
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。）

・�

農
閑
期
に
は
、
低
水
位
管
理
を

行
い
、
た
め
池
下
流
の
安
全
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

※
濁
っ
た
漏
水
な
ど
、
異
変
に
気

付
か
れ
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
農
山
村
振
興
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
２

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

tokei@
city.nantan.lg.jp

健
幸
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
委

員
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格　
公
募
委
員
と
し
て

の
任
期
が
始
ま
る
日
現
在
で
年
齢

が
満
18
歳
以
上
で
、
南
丹
市
内
に

住
所
を
有
し
、
市
の
健
康
づ
く
り

を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が

あ
る
方

●
募
集
人
数　
３
人
以
内

●
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
応
募
方
法　
７
月
24
日（
金
）ま

で
に
応
募
申
込
書（
健
幸
ま
ち
づ

く
り
課
に
あ
り
ま
す
）と
作
文（
４ 

０
０
字
～
８
０
０
字
程
度
、
様
式

自
由
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
作
文
テ
ー
マ

「
南
丹
市
健
幸
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
委
員
へ
の
応
募
動
機
と
健

幸
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
」

●
提
出
場
所　
健
幸
ま
ち
づ
く
り

課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

●
そ
の
他　
提
出
い
た
だ
い
た
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
、
南
丹
市
個

人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
取
り

扱
い
ま
す
。

南
丹
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
の

公
募
に
つ
い
て

●
応
募
資
格　
令
和
８
年
４
月
１

日
時
点
で
満
18
歳
以
上
の
方
で
、

市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
の
都

市
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を

持
ち
、
審
議
会
に
お
い
て
積
極
的

に
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
け
る
方

●
募
集
人
数　
若
干
名

●
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
以

内●
応
募
方
法　

７
月
１
日（
水
）

～
７
月
31
日（
金
）午
後
４
時
30
分

必
着
で
任
意
の
様
式
に
住
所・
氏

名・生
年
月
日・職
業・電
話
番
号・

小
論
文
を
記
載
し
提
出
く
だ
さ
い
。

●
小
論
文
テ
ー
マ　
「
人
口
減
少

時
代
に
お
け
る
都
市
計
画
と
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
」

●
提
出
場
所　
都
市
計
画
課
へ
郵

送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

※
持
参
の
場
合
は
各
支
所
で
も
受

け
付
け
ま
す

●
そ
の
他　
提
出
い
た
だ
い
た
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
、
南
丹
市
個

人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
取
り

扱
い
ま
す
。

問
都
市
計
画
課　

南丹市
ホームページ

南丹市
ホームページ
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は
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失

手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
市
民
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

介
護
の
制
度
の
お
知
ら
せ

〈
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
制
度
の

ご
案
内
〉

●
対
象
者（
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方
）

・
要
介
護
４
以
上
と
認
定
さ
れ
た

方
を
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
同

居
家
族
。

・
要
介
護
者
、
介
護
者
と
も
に
市

内
在
住
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
。

・
申
請
日
前
一
年
の
間
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
。

※
一
部
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
支
給
額　

一
人
あ
た
り
年
額

10
万
円

※
申
請
書
の
提
出
日
を
基
準
に
審

査
を
行
い
ま
す
。

〈
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
〉

●
対
象
者　
要
介
護
４
以
上
と
認

定
さ
れ
た
方
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
家
族（
要
介
護
者
、
介
護
者

と
も
に
市
内
在
住
で
市
民
税
非
課

税
世
帯
）

●
支
給
額　
要
介
護
者
一
人
当
た

り
年
額
６
０
，
０
０
０
円
以
内

・�

原
則
と
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
方
は
限
度
額
証
等
の
提
示
が

不
要
と
な
り
ま
す
。

〈
国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書
等

の
更
新
に
つ
い
て
〉

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

に
は「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い

方
に
は「
資
格
確
認
書
」を
送
付
し

ま
す
。

●
交
付
方
法　
７
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
、
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
は
普
通
郵
便
に
て
、
資
格
確

認
書
は
簡
易
書
留
に
て
世
帯
主
に

郵
送
し
ま
す
。

※
郵
便
局
で
の
転
送
サ
ー
ビ
ス
は

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
有
効
期
限　
資
格
確
認
書
等
の

有
効
期
限
は
令
和
９
年
７
月
31
日

ま
で
で
す
。

　
70
歳
到
達
に
よ
り
自
己
負
担
割

合
が
記
載
さ
れ
た
資
格
確
認
書
等

に
切
り
替
わ
る
方
、
ま
た
は
75
歳

到
達
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
す
る
方
は
有
効
期
限
が
異
な

り
ま
す
。

※
70
歳
未
満
の
方
の
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
に
は
有
効
期
限
が
あ
り

ま
せ
ん
。

●
そ
の
他　
７
月
末
に
な
っ
て
も

届
か
な
い
場
合
や
、
既
に
他
の
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
市
民
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

〈
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
等
の
更
新
に
つ
い
て
〉

　
現
在
交
付
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
お
よ
び

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限

が
令
和
８
年
７
月
31
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
も
入
院
や
手
術

等
で
高
額
な
医
療
費
が
見
込
ま
れ

る
方
は
、
７
月
１
日（
水
）か
ら
申

請
の
受
付
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

支
所
ま
た
は
市
民
課
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
１
日（
水
）か
ら
７
月
10
日

（
金
）ま
で
に
申
請
を
し
て
い
た
だ

く
と
７
月
下
旬
に
新
し
い
各
認
定

証
を
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
７
月
13
日（
月
）以
降
に

申
請
さ
れ
た
場
合
は
、
８
月
以
降

に
順
次
郵
送
い
た
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

・�

令
和
８
年
度
の
所
得
申
告
を
し

て
い
な
い
国
民
健
康
保
険
加
入

者
が
い
る
世
帯
は
、
最
も
高
い

所
得
区
分
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ

る
世
帯
の
方
に
は
、「
限
度
額

適
用
認
定
証
」を
交
付
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
実
施
場
所　
南
丹
市
内
の
医
療

機
関

●
検
診
内
容　
む
し
歯
の
有
無
・

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
測
定
・
歯
肉
の

状
態
・
歯
石
沈
着
の
確
認
な
ど

●
費
用　
無
料

※
治
療
が
必
要
な
場
合
、
治
療
分

は
保
険
診
療
と
な
り
ま
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

国
民
年
金
保
険
料　
納
付
免
除
・

猶
予
申
請
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
７
月
１
日
よ

り
、
令
和
８
年
度
分（
令
和
８
年

７
月
分
か
ら
令
和
９
年
６
月
分
ま

で
）の
免
除
申
請
の
手
続
き
が
南

丹
市
役
所
市
民
課
、
各
支
所
総
務

課
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
で
き
ま

す
。

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１
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薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で「
大
麻
は
無
害
」

な
ど
の
誤
っ
た
情
報
が
広
ま
っ
て

い
ま
す
。近
年
、こ
れ
ら
の
情
報
を

信
じ
て
大
麻
に
手
を
出
し
、
検
挙

さ
れ
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
医
薬
品
も
間
違
っ
た
使

い
方
は
乱
用
に
な
り
ま
す
。
医
師

か
ら
処
方
さ
れ
た
薬
や
市
販
薬

は
、
用
法
・
用
量
を
守
っ
て
正
し

く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
薬
物
乱
用
防
止
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い

と
い
う
自
覚
が
大
切
で
す
。

問
京
都
府
南
丹
保
健
所

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
４
７
５
４

戦
没
者
遺
骨
の
身
元
特
定
の
た
め

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
で
は
、Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

に
よ
り
戦
没
者
遺
骨
の
身
元
を
特

定
し
、ご
遺
族
の
も
と
へ
ご
遺
骨
を

返
還
す
る
事
業
が
行
っ
て
い
ま
す
。

問
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
事

業
課　

TEL
０
３
－
３
５
９
５
－
２
２
１
９

捨
て
五
万
円
以
内
）

問
高
齢
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

木
造
住
宅
耐
震
事
業
の
ご
案
内

〈
木
造
住
宅
耐
震
診
断
〉

●
対
象

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅

・
昭
和
56
年
６
月
以
降
に
増
築
さ

れ
て
い
な
い
こ
と

・
延
床
面
積
２
分
の
１
以
上
が
住

宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

●
受
付
期
間　

令
和
９
年
１
月
29
日（
金
）ま
で

（
件
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
予

定
件
数
に
達
し
た
場
合
は
、
早
期

に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
負
担
金
額　
３
，
０
０
０
円

〈
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
〉

　
耐
震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
木
造
住
宅

を
対
象
に
、
耐
震
改
修
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
所
在
地

や
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
補
助
額

が
違
い
ま
す
。

●
受
付
期
間　

12
月
28
日（
月
）ま
で

（
予
定
件
数
に
達
し
た
場
合
は
、

早
期
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

問
建
設
整
備
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
１

て
い
る
方
で
、
申
請
日
か
ら
２
年

以
上
継
続
し
て
勤
務
さ
れ
る
方
。

●
対
象
の
研
修　
介
護
職
員
初
任

者
研
修
・
介
護
福
祉
士
実
務
者
研

修
・
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

●
必
要
書
類　
研
修
の
修
了
証
明

書（
写
）、
受
講
費
用
の
領
収
書

（
写
）、
勤
務
先
の
就
業
証
明
書

（
別
途
様
式
有
）。

※
他
制
度
で
助
成
を
受
け
ら
れ
た

場
合
は
そ
の
証
明
書（
写
）（
修
了

日
か
ら
２
年
以
内
の
申
請
で
あ
る

こ
と
）

●
支
給
額　
研
修
に
か
か
る
受
講

料
の
10
分
の
７（
千
円
未
満
切
り

●
対
象
の
介
護
用
品　

紙
お
む

つ
、
尿
と
り
パ
ッ
ト
、
お
し
り
ふ

き
、
防
水
シ
ー
ツ

※
入
院
、
施
設
入
所
中
の
購
入
分

は
対
象
外

●
申
請
方
法　
年
度
末
ま
で
に
年

度
内
購
入
分
の
領
収
書（
レ
シ
ー

ト
不
可
）を
添
付
し
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
介
護
職
員
初
任
者
研
修
等
受
講

者
支
援
事
業
〉

●
対
象
者　

南
丹
市
に
居
住
か

つ
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が
あ

り
、
次
の
研
修
を
修
了
し
、
市
内

の
介
護
保
険
事
業
所
に
勤
務
さ
れ

ホームページ
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中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
の
年
間
保
険
料

は
、
従
来
の
保
険
料（
医
療
分
）

に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
分（
子
ど
も
分
）を
加
え
た
合
計

額
と
な
り
ま
す
。

　
京
都
府
に
お
け
る
保
険
料
率
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
医
療
分（
限
度
額
：
85
万
円
）

均
等
割
額
５
９
，
５
９
０
円　

所
得
割
率
１
０
．
１
５
％

・
子
ど
も
分（
限
度
額
：
２
１
，

０
０
０
円
）

均
等
割
額
１
，
３
５
０
円　

所
得
割
率
０
．
２
５
％

※
所
得
の
低
い
方
へ
の
軽
減
措
置

と
し
て
、
世
帯（
被
保
険
者
全
体

と
世
帯
主
）の
所
得
の
合
計
に
応

じ
て
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

問
市
民
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

〈
後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書

等
の
更
新
に
つ
い
て
〉

　
本
年
７
月
末
で
有
効
期
限
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、「
資
格
確
認
書
」

ま
た
は「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

を
交
付
し
ま
す
。

　
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」を
受

け
取
ら
れ
た
方
は
、
引
き
続
き
マ

イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
資
格
確
認
書
」を
受
け
取
ら
れ

た
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
資
格

確
認
書
ま
た
は
マ
イ
ナ
保
険
証
で

の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
交
付
方
法　

資
格
確
認
書
は

「
特
定
記
録
郵
便
」（
郵
便
局
の
転

送
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
）で
、
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

は「
普
通
郵
便
」で
お
送
り
し
ま

す
。

●
発
送
時
期　
７
月
中
旬

●
有
効
期
限　
令
和
９
年
７
月
31

日
ま
で

　
有
効
期
限
が
切
れ
た
資
格
確
認

書
等
は
、
ご
自
身
で
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
令
和
８
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て
〉

　
令
和
８
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
保
険
料
率
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、
７
月

推
進
員
に
よ
る
啓
発

●
対
象　
南
丹
市
に
住
民
票
が
あ

る
20
歳
～
70
歳
の
女
性

（
昭
和
31
年
４
月
１
日
～
平
成
19

年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

●
日
程

・
９
月
１
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
、

午
後
１
時
～
２
時
30
分

園
部
文
化
会
館

・
９
月
３
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

口
丹
波
勤
労
者
福
祉
会
館

・
９
月
８
日（
火
）

午
後
1
時
30
分
～
2
時
45
分

日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
９
月
10
日（
木
）

午
前
9
時
30
分
～
10
時
15
分

南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
美

山
分
室
）

●
申
込
方
法　
７
月
17
日（
金
）ま

で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
も
し
く
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
先
着
順
）

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
７
月
31
日（
金
）納
期
限
〉

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第

２
期
分　
　

問
税
務
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

・
学
校
給
食
費
７
月
分

問
学
校
教
育
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
７

月
分

問
社
会
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

・
介
護
保
険
料
第
２
期
分

問
高
齢
福
祉
課　
　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

・
国
民
健
康
保
険
税
第
２
期
分

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
１

期
分

問
市
民
課　
　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

・
市
営
住
宅
使
用
料
７
月
分

問
都
市
計
画
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

骨
粗
し
ょ
う
症
健
診
の
お
知
ら
せ

　
現
在
の
骨
量
を
確
認
し
、
保
健

師
・
栄
養
士
と
生
活
習
慣
の
見
直

し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
健
診
内
容　
骨
密
度
測
定（
踵

の
骨
に
超
音
波
を
あ
て
て
測
定
）、

結
果
指
導
、
南
丹
市
食
生
活
改
善

申込フォーム

保険料について

軽減措置について
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相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談
（要予約）

7月8日（水）
7月22日（水）

①14：00～
②15：00～

予約時に案内しま
す。

人権政策課
TEL0771-68-0015

特設人権相談
予約フォーム

特設人権相談
（要予約） 7月21日（火） ①13：30～

②14：30～
日 吉 生 涯 学 習 セ ン
ター

健
康

禁煙相談会
（要予約）

7月27日（月） ①14：30～
②15：30～

（定員各1名）

いきいきオアシス日
吉コミュニティルー
ム

健幸まちづくり課
TEL0771-68-00168月24日（月）

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談（要予約）

司法書士による相談
7月15日（水） 14：00～15：00 市役所中央庁舎

相談室 福祉相談課
TEL0771-68-0023社会福祉士による相

談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

きこえと補聴器の
相談会（要予約） 7月22日（水） 13：00～15：00 八木市民センター

３階第２・３会議室
ふない聴覚言語障害
センター
TEL0771-63-6447

障害年金相談
（要予約） 7月28日（火） 13：00～16：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
TEL0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

7月13日（月）
13：00～15：00

そよかぜ八木
社会福祉課
TEL0771-68-0007

7月21日（火） そよかぜ日吉
7月24日（金） 京都太陽の園
7月25日（土） そよかぜ美山

く
ら
し

無料税務相談
（要予約）

7月9日（木）
13：30～16：30

園部納税協会 園部納税協会
TEL0771-62-00397月16日（木） 亀岡商工会議所

7月23日（木） 園部納税協会
多重債務無料法律
相談（要予約） 7月28日（火） 17：00～18：30 園部文化会館3階会議室

南丹市消費生活相談
窓口（商工観光課）
TEL0771-68-0100

行
政
・
法
律

行政相談 7月14日（火） 13：30～15：30 園部文化会館
３階会議室

京都行政監視相談セ
ンター
TEL075-802-1100
総務課
TEL0771-68-0002

行政書士無料相談 7月8日（水） 13：30～16：00 園部文化会館
3階会議室

京都府行政書士会第
3支部
TEL075-692-2500

南丹市無料法律相
談会（要予約）

7月14日（火）

13：00～16：00

八木市民センター
会議室3

総務課
TEL0771-68-00027月28日（火） 市役所美山支所

1階小会議室
8月5日（水） 園部文化会館

3階会議室
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●
日
時　
７
月
10
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
土
曜
ひ
ろ
ば
〉休
日
や
雨
の
日
の

親
子
の
居
場
所
と
し
て
土
曜
日
に

開
放
し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

●
日
時　
７
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

正
午
～
午
後
１
時
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
振
替
休
館
の
お
知
ら
せ

７
月
13
日（
月
）は
終
日
、
振
替
の

休
館
と
な
り
ま
す
。

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
参
加
人
数　
親
子
40
人
程
度

●
日
時　
７
月
22
日（
水
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場

「
ぽ
こ
ぽ
こ
く
ら
ぶ
」（
７
月
）

〈
ぽ
こ
ぽ
こ
縁
日
２
０
２
６
〉

●
日
時　
７
月
25
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午（
９
時
50
分
受

付
）

●
参
加
費　
大
人
５
０
０
円

小
学
生
～
高
校
生
２
０
０
円　
未

就
学
児
０
円

●
申
込
方
法　
７
月
９
日（
木
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
み
や
ま
子
育
て
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

「
よ
っ
と
い
で
」

TEL
０
９
０
－
５
０
６
１
－
９
７
５
６

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
７
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

　
毎
火
曜
日
は
公
認
心
理
師
に
よ

る「
こ
こ
ろ
の
相
談
」を
し
て
い
ま

す
。

〈
子
育
て
広
場　
水
遊
び
〉　

●
日
時　
７
月
１
日（
水
）、
７
月

７
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
安
定
し
た
座
位
が
で
き
る
お
子

さ
ん
が
対
象
。
着
替
え
や
タ
オ

ル
、
帽
子
、
水
分
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

〈
お
話
会
〉　

●
日
時　
７
月
３
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
場
所　
横
田
公
民
館

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う
〉

子
育
て
支
援

京
都
お
で
か
け
エ
ー
ル

　

物
価
高
騰
が
続
く
な
か
で
も
、

子
ど
も
と
の
お
で
か
け
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
外
出
時
に

「
あ
る
と
助
か
る
」、
便
利
な
グ
ッ

ズ
を
詰
め
込
ん
だ「
外
出
応
援
キ

ッ
ト
」を
お
届
け
す
る「
京
都
お
で

か
け
エ
ー
ル（
京
都
府
子
育
て
世

帯
向
け
外
出
応
援
キ
ッ
ト
配
布
事

業
）」の
申
請
受
付
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
期
限

内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
京
都
お
で
か
け
エ
ー
ル
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー　

TEL
０
１
２
０
－
６
８
－
４
３
４
０

カ
フ
ェ
よ
っ
と
い
で〈
７
月
〉

　
は
じ
め
て
の
腹
話
術
を
楽
し
も

う
！
＆
カ
フ
ェ

●
日
時　
７
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
旧
平
屋
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム

人
材
募
集

防
衛
省
自
衛
隊　
各
種
採
用
試
験

に
関
す
る
ご
案
内

〈
任
期
制
自
衛
官
〉

●
概
要

　
入
隊
後
２
年
毎
に
継
続
ま
た
は

就
職
・
進
学
を
選
択
で
き
る
コ
ー

ス●
資
格　
18
才
以
上
33
才
未
満

●
受
付
締
切　
随
時

●
試
験
期
日　
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〈
第
２
回
一
般
曹
候
補
生
〉

●
概
要　
部
隊
の
中
核
で
あ
る
曹

と
な
る
隊
員
を
養
成
す
る
コ
ー
ス

●
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
受
付
締
切　

７
月
１
日（
水
）

～
９
月
１
日（
火
）

●
試
験
期
日

１
次
試
験　

９
月
18
日（
金
）
～

９
月
19
日（
土
）

２
次
試
験　

10
月
18
日（
日
）
～

10
月
21
日（
水
）

※
そ
の
他
の
各
種
採
用
種
目
も
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
防
衛
省
自
衛
隊
亀
岡
募
集
案
内

所TEL
０
７
７
１
－
２
４
－
４
１
７
０

くわしくは
こちら
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問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

●
期
間　
８
月
20
日
～
９
月
17
日

の
期
間
の
内
６
日
間

●
場
所　
国
際
交
流
会
館
コ
ス
モ

ホ
ー
ル

●
内
容　
運
動
、
お
口
の
健
康
、

栄
養
な
ど
、
介
護
予
防
と
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
６
回

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

●
対
象　
市
内
在
住
で
介
護
予
防

に
興
味
の
あ
る
方

●
定
員　
30
名

●
申
込
方
法　
７
月
31
日（
金
）ま

で
に
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
対
象

事
業
で
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
〉

●
日
時

①
７
月
５
日
～
９
月
20
日

（
８
月
16
日
は
休
み
）

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
10
時
30

分②
７
月
９
日
～
９
月
24
日

（
８
月
13
日
は
休
み
）

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
８

時③
７
月
～
９
月　
日
時
は
調
整
し

て
決
定

●
場
所
　
①
と
②
国
際
交
流
会
館

③
美
山
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象　
市
内
に
住
む
、
働
く
、

勉
強
し
て
い
る
外
国
籍
の
方

〈
日
本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
〉

　

事
前
に
協
会
に
連
絡
の
う
え
、

い
つ
で
も
見
学
に
来
て
く
だ
さ

い
。

問
国
際
交
流
協
会

TEL
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
０

info@
nantania.jp

令
和
８
年
度
簿
記
教
室
の
ご
案
内

●
日
時　
８
月
３
日（
月
）、
10
日

（
月
）、
17
日（
月
）、
24
日（
月
）

午
後
６
時
～
９
時　
計
４
回

●
場
所　
園
部
納
税
協
会　

２
階

会
議
室

●
受
講
料　
２
，
２
０
０
円（
当

日
受
付
で
徴
収
し
ま
す
）

●
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
電
卓

催
し

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト
相
談
会
の
お
知
ら
せ

●
日
程
／
場
所

・
７
月
９
日（
木
）園
部
文
化
会
館

・
７
月
10
日（
金
）日
吉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

・
７
月
13
日（
月
）保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
美
山
分
室

・
７
月
14
日（
火
）八
木
市
民
セ
ン

タ
ー

・
７
月
31
日（
金
）園
部
文
化
会
館

・
８
月
３
日（
月
）保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
美
山
分
室

・
８
月
６
日（
木
）八
木
市
民
セ
ン

タ
ー

・
８
月
７
日（
金
）日
吉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

●
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

●
内
容　

動
画
に
よ
る
概
要
説

明
、
個
別
相
談

●
定
員　
各
回
20
人

●
申
込
期
限　
各
実
施
日
の
３
日

前
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
持
ち
物

新
規
の
方
：
初
回
登
録
セ
ッ
ト

継
続
参
加
者
の
方
：
活
動
量
計
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

●
場
所　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー〈美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
美
山
分
室
）

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
八
木
中
学
校　
2
階
多

目
的
室

〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉

●
日
時　
７
月
27
日（
月
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費　
1
，
5
0
0
円
、
託

児
一
人
に
つ
き
５
０
０
円

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費　

１
家
庭
５
０
０
円

（
有
料
ブ
ー
ス
で
使
用
で
き
る
チ

ケ
ッ
ト
付
き
）

●
内
容　
遊
び
い
ろ
い
ろ
、
駄
菓

子
販
売
、
小
学
生
向
け
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

　
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電
話
等
に

て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
、
同
場
所
で
、
み
ん

な
の
居
場
所「seedbase

（
シ

ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま
す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
～
金
曜
日

午
前
9
時
～
午
後
5
時

第
２
土
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

4
時（
振
替
休
あ
り
）

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
3
時

申込フォーム

Instagram LINE

問ＮＰＯ法人グローアップ
TEL080-3857-8119　　　
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●
場
所　
旧
宿
泊
所
会
議
室

●
内
容　
「
木
育
」と
オ
リ
ジ
ナ
ル

木
工
作
品
づ
く
り

●
参
加
費　
２
，
０
０
０
円

●
申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
他
に
も
多
く
の
行
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
丹
波
自
然
運
動
公
園　

TEL
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５

南
丹
市
の
地
域
づ
く
り
と
こ
れ
か

ら
を
語
ろ
う

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
及
び
地
域

活
性
化
の
取
組
の
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　
８
月
１
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～

（
開
場
：
午
後
１
時
）

●
場
所  

日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル

●
内
容　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

に
よ
る
活
動
報
告
、
集
落
の
維
持

再
生
・
活
性
化
に
向
け
た
事
例
紹

介
、
座
談
会

問
地
域
振
興
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

●
定
員　
20
名（
先
着
順
）

●
申
込
期
限　
７
月
24
日（
金
）

問
公
益
社
団
法
人
園
部
納
税
協
会

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
０
０
３
９

ラ
・
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク「
パ
リ
祭
」

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
の
ご
案
内

　
ゲ
ス
ト
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
歌
手

エ
ド
ゥ
イ
ッ
ジ
・
リ
ヂ
ン
ジ
ャ
さ

ん
を
招
い
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
７
月
12
日（
日
）午
後
２

時
開
演（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

●
会
場　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ
ー
ル　

●
内
容　
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
う

問
八
木
町
文
化
協
会
事
務
局（
月

曜
・
祝
日
休
館
）

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

学
び
の
南
丹「
楽
し
い
音
楽
教
室
」

受
講
者
募
集

　
基
本
的
な
声
の
出
し
方
、
歌
い

方
を
優
し
く
楽
し
く
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
日
時　

７
月
14
日
、
７
月
28

日
、
８
月
4
日
、
８
月
18
日　
全

４
回（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）午
前
10

時
～
正
午

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

創
作
活
動
室　

●
受
講
料　
３
、０
０
０
円

●
持
ち
物　
上
履
き
ス
リ
ッ
パ 

●
定
員　
10
名　

●
申
込
方
法　

6
月
30
日（
火
）

～
７
月
10
日（
金
）の
期
間
に
、
八

木
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

「
な
ん
た
ん
龍
の
森
夏
ま
つ
り

２
０
２
６
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
花
火
」を
開

催
し
ま
す

●
日
時　
７
月
25
日（
土
）

午
後
５
時
～
８
時
30
分

●
場
所　
ハ
ピ
ろ
ー
！
の
森
京
都

（
府
民
の
森
ひ
よ
し
）

●
内
容　

午
後
５
時
～
イ
ブ
ニ
ン
グ
マ
ル
シ

ェ（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
・
露
店
）

午
後
６
時
～
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

午
後
８
時
～
花
火

●
協
力
金　
自
家
用
車　
１
台
あ

た
り
１
，
０
０
０
円

※
大
雨
警
報
等
発
令
で
荒
天
の
場

合
は
中
止
し
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
下
さ
い
）

問
南
丹
市
観
光
協
会
事
務
局（
午

前
９
時
～
午
後
５
時　
火
曜
日
を

除
く
）

TEL
０
５
０
－
１
７
２
４
－
４
０
７
０

花
ノ
木
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー　

情
報
発
信
事
業

●
日
時　
７
月
26
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

（
開
場
：
午
後
１
時
）

●
場
所  

花
ノ
木
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー　
多
目
的
室

●
対
象
者　
南
丹
圏
域
に
お
住
い

の
障
害
を
お
持
ち
の
方

●
定
員　
10
人（
先
着
順
）

●
内
容　
ア
ー
ト
作
品
作
り
：
陶

芸
・
粘
土
作
品
の
装
飾

●
申
込
方
法　
７
月
22
日（
水
）ま

で
に
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
住

所
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
展
示
会

へ
の
作
品
の
出
品
の
有
無
を
明
記

の
上
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
花
ノ
木
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
２
３
－
０
７
０
１

hananoki@
chive.ocn.

ne.jp 

八
木
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
の
お

知
ら
せ

〈
水
引
で
迎
え
る
精
霊
馬
〉

●
日
時　
７
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時

７
月
12
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館
会
議
室

●
参
加
料　
２
，
５
０
０
円

●
持
ち
物　
ニ
ッ
パ
ー・目
打
ち・

ハ
サ
ミ

〈
観
葉
植
物
で
寄
せ
植
え
の
ご
案

内
〉

●
日
時　
7
月
8
日（
水
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館　
会
議
室

●
参
加
料　
２
，
６
０
０
円

●
持
ち
物　
花
ば
さ
み
持
参

〈
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習

会
〉

●
日
時　
７
月
14
日（
火
）

午
後
８
時
～　
　

●
場
所　
八
木
フ
ィ
ジ
カ
ル
セ
ン

タ
ー

●
持
ち
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
４ 

FAX
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fualx504@
kcn.jp

丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら
お
知
ら

せ〈
手
作
り
教
室
～
木
工
教
室
〉

●
日
時　
７
月
25
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

ホームページ
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

　
取
材
を
通
し
て
、
南
丹
市
に
は

豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ら
を
大
切
に
守

り
、
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
こ

う
と
す
る
多
く
の
人
の
想
い
が
あ

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
大
会
で
力
走
す
る

選
手
の
姿
や
、
地
域
の
歴
史
を
伝

え
る
歌
芝
居
、
測
量
体
験
に
真
剣

に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
表
情

か
ら
も
、
地
域
の
活
力
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
暑
い
日
が
続
く
季
節
と
な
り
ま

す
。
熱
中
症
対
策
を
心
掛
け
な
が

ら
、
ど
う
ぞ
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

 

編
集
後
記

No.95　南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080　
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）　　　　
図書館ホームページ二次元コード：  　

No.132

美山図書室臨時休室のおしらせ
全国高等学校総合体育大会自転車競技大会-
ロード開催に伴い休室します。
【休室日】
８月１日（土）～８月２日（日）

新
刊
紹
介

『『
パ
リ
時
間
』
～
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
は
寄

り
道
し
な
が
ら
軽
や
か
に
生
き
る
～
』

著
者
／
小
栗
　
き
く
こ

発
行
／
大
和
出
版

『�

ま
ゆ
と
そ
ら
と
ぶ
く
も
』

文
／
富
安
　
陽
子
　

絵
／
降
矢
　
な
な

発
行
／
福
音
館
書
店

　『
ア
ナ
ヅ
ラ
さ
ま
』

　
　
　
　
著
者
　
四
島
　
祐
之
介
　

　
　
　
　
発
行
　
宝
島
社

　

顔
に
ぽ
っ
か
り
と
穴
の
空
い
た
怪
物

「
ア
ナ
ヅ
ラ
さ
ま
」が
、
人
を
穴
の
中
に

呑
み
込
ん
で
消
し
て
し
ま
う
。
地
方
都

市
で
女
性
の
連
続
行
方
不
明
事
件
が
発

生
す
る
中
、
そ
ん
な
不
気
味
な
都
市
伝

説
が
囁
か
れ
は
じ
め
る
。

　
探
偵
・
小
鳥
遊　
穂
香（
た
か
な
し　

ほ
の
か
）は
事
件
の
背
後
に
連
続
殺
人

鬼
の
影
を
見
い
だ
し
調
査
を
進
め
る
。

一
方
、「
ア
ナ
ヅ
ラ
さ
ま
」と
呼
ば
れ
る

犯
人
は
、
想
定
外
の
事
態
に
追
い
込
ま

れ
て
い
た
。
ヤ
ク
ザ
に
犯
行
の
一
部
を

見
咎
め
ら
れ
、
死
体
処
理
の
片
棒
を
担

が
さ
れ
よ
う
と
す
る
の
だ
が
…
。

　

都
市
伝
説
と
ホ
ラ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
が

融
合
し
た
異
色
作
で
す
。
物
語
は
怪
物

側
の
内
面
と
探
偵
の
推
理
の
二
つ
の
視

点
か
ら
交
互
に
語
ら
れ
、
暴
力
や
犯
罪

と
い
っ
た
重
い
題
材
を
扱
い
な
が
ら

も
、
独
特
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
に
よ

っ
て
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
豊
か

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
衝
撃
の
ラ
ス

ト
一
行
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

オ
ス
ス
メ
の
１
冊
を
紹
介
し
ま
す


